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夏
の
夜
を
楽
し
く
過
ご
す
夏
ま
つ
り
を
八
月

一
日
（土
）
夜
下
市
田
保
育
園
広
場
で
盛
大
に
行

な
っ
た
。

今
年
は
こ
の
ま

つ
り
を
区
の
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ

行
事
と
し
て
、
特
に
「萩
の
里
ま

つ
り
」
と
銘
打

っ
て
開
催
し
、
当
日
は
天
候
に
も
め
ぐ
ま
れ
て

子
供
さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
大
勢
参
加
し
地

域
の
人
々
の
ふ
れ
あ
い
を

つ
く
る
コ
ミ
ユ
ニ
テ

ィ
に
は
大

へ
ん
ふ
さ
わ
し
い
行
事
と
な

っ
た
。
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昭和62年 8月 1日 下 市 田 区 報 第 10号 (2)

区
の
`陸
ヒ~1円

葬L
フ7

に
て)

P 、
マ 1

て

Ｈ
　
区
有
地
裁
判
に
つ
い
て

去
る
七
月
二
十
八
日
開
廷
さ
れ
西

沢
弁
護
士
に
二
名
が
同
行
し
ま
し
た
。

然
し
決
審
は
未
だ
不
明
で
す
。

国
　
土
木
関
係
に
つ
い
て

一
区
内
三
路
線
が
完
成
し
ま
し
た
。

又
新
た
に
荒
神
前
悪
排
水
に
関
連
し

た
国
道
の
側
溝
整
備
を
兼
ね
た
歩
道

工
事
が
行
な
わ
れ
る
事
と
な
り
、
五

区
の
国
道
と
田
村
線
の
交
叉
点
よ
り

下
市
田
駅
西
の
地
下
歩
道
交
叉
点
迄

二
米
巾
の
歩
道
が
出
来
る
事
と
な
り

地
権
者
と
の
話
合
い
に
入

っ
て
い
ま

す
。
又
間
ケ
沢
堤
の
俗
称
尺
八
部
分

に
相
当
規
模
の
漏
水
が
あ
り
、

修
理
に
つ
い
て
町
と
協
議
中

で
す
。

日
　
工
業
団
地
に
つ
い
て

新
た
に
綿
半
が
操
業
し
綿

藤
が
建
築
工
事
中
、
ト
キ
ナ
ー

が
基
盤
造
成
中
、
外
松
が
起

工
式
を
終
え
て
近
く
着
工
。

又
地
区
内
幹
線
道
路
の
内
六

四
〇
米
が
国
営
工
事
と
し
て

年
内
一一壬
成
と
決
ま
り
ま
し
た
。

工
期
の
都
合
上
西
側
外
周
道

路
が
先
行
さ
れ
ま
す
の
で
、

耕
作
者
の
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

四
　
小
規
模
土
地
改
良
に
つ

い
て

区
長

下

井

武

平

水
田
農
業
確
立
対
策
事
業
の

一
環

と
し
て
進
め
て
い
た
小
規
模
土
地
改

良
事
業
の
内
、
牛
牧
坂
地
区
約
二
丁

五
反
の
実
施
が
決
定
し
、
中
段
地
区

に
つ
い
て
は
県
の
指
導
に
依
り
面
積

の
都
合
で
土
地
改
良
総
合
整
備
事
業

で
行
な
う
様
、
関
係
地
権
者
と
協
議

中
で
あ
り
ま
す
。

固
　
高
森
町
振
興
計
画
に
つ
い
て

一
区
か
ら
六
区
迄
の
計
画
が
出
来

ま
し
た
の
で
、
七
月
二
十
九
日
に
町

の
担
当
職
員
の
協
力
を
得
て
下
市
田

区
の
計
画
の
ま
と
め
を
行
な
い
、
町

へ
提
出
し
ま
し
た
。

ヽ

道路改良が行なわれた一区生活改善センター付近

ヽ

の部

昭和61年度 下市田区一般会計決算報告書
(昭和61年 4月 1面

~瓦

可膏百6フ年丁刀U再万

支出の部

昭和61年度 下市田区特別会計決算報告書

区  分 予算額
(千円) 既収入額 (円 |

予算増減
(円 )

区  分 予算額
(千円) 既支出額 (円 ) 予算増減 (円

1.区   費 8,900 8,961,100 61,100 1.総 務 費 11,771 15,941,186 4,170,186

2.繰 入 金 11,320 1,734,704 -9,585,296 2.厚 生 費 683 510,200 - 172,800

3.町 支 出 金 2,223 15,069,009 12,846,009 3.区 有 地 費 1,390 1,346,510 43,490

4.財 産 収 入 1,000 1,266,325 266,325 4.土 木 費 4,632 254,845 -4,377,155

5.寄 付 金 500 - 500,000 5.水 利 費 2,605 1,793,055 811,945

6.繰 越 金 500 3,744,034 3,244,034 6.消 防 費 978 74,000 - 904,000

7.諸 収 入 800 1,893,660 1,093,660 7.公 民 館 費 2,384 2,384,000

8.予 備 費 800 - 800,000

9。 次期繰越金 10,365,036 10,365,036

合   計 25,243 32,668,832 +7,425,832 合   計 25,243 32,668,832 +7,425,832

既収入総額

既支出総額

差 引 残 高

32,668,832円

22,303,796円

10,365,036円

決算差引残高

収   入
(円 )
支   出

(円
残   額

(円 |

基  本  金 28,860,981 28,860,981

特 別 会 計 1,138,776 306,901 831,875

間沢川水系会計 860,592 300,000 560,592

消 防 義 務 金 3,278,419 1,809,475 1,468,944

道路改良 基 金 6,304,593 5,537,650 766,943

葬 具 会 計 158,850 158,850

・ 収入の中には前年度繰越金を含む。
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(3)昭和62年 8月 1日 下 市 田 区 報 第 10号

ヽ
１
ノ

下
市
田
の
区
、
常
会
に
つ
い
て

徊

四

　

　

区

四
区
は
上
段
の
方
は
上
市
田
、

牛
牧
と
接
し
、
東
は
三
区
、
南

は
五
区
、
西
は
飯
田
市
と
境
す

る
位
置
に
あ
る
。
四
区
は
漸
新

会
と
か
睦
会
と
か
云
わ
れ
た
時

代
も
あ

っ
た
。
概
ね
間
ケ
沢
川

と
南
大
島
川
に
挟
ま
れ
て
い
る
。

四
区
も
ま
た

一
区
、
三
区
と
同

じ
よ
う
に
、
段
丘
崖
の
上
と
下

に
跨

っ
て
い
る
。
こ
の
部
落
の

上
段
に
新
井
常
会
が
あ
り
下
段

の
東
か
ら
第
二
、
市
場
、
洞
、

上
洞
常
会
と
連
な

っ
て
い
る
。

新
井
常
会
は
新
井
川
に
因
ん
で

附
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第

三
常
会
は
戦
前
実
行
組
合
活
動

の
盛
な
り
し
頃
の
第
二
実
行
組

合
の
第
二
を
そ
の
儘
常
会
名
に

し
た
名
残
り
で
、
因
に
隣
組
は

二
番
組
と
五
番
組
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
四
区
の
常
会
が
地
区

の
名
を
附
け
て
あ
る
中
で
異
色

で
あ
る
。
市
場
常
会
は
昔
人
家

も
多
く
、
人
の
往
来
も
多
い
所

で
、
市
場
が
立

っ
た
所
で
今
も

清
水
家
の
裏
に
市
石
が
残

っ
て

い
る
が
、
古
い
地
名
に
よ
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
洞
常
会
は

往
昔
か
ら
の
地
名
が
附
せ
ら
れ

た
も
の
で
、
三
六
災
害
に
先
ん

じ
る
二
年
位
前
に
、
概
ね
竜
西

線
か
ら
上
を
上
洞
、
下
を
洞
と 田

　
一月
　
純
　
市

常
会
を
別
け
て
今
日
に
及
ん
で

い
る
。
上
洞
常
会
に
林
姓
、
洞

常
会
に
は
木
村
姓
が
圧
倒
的
に

多
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た

洞
、
上
洞
常
会
の
大
島
川
端
に

は
、
三
六
災
害
後
新
し
い
家
が

建
ち
並
び
、
混
住
化
が
急
速
に

進
ん
だ
。

四
区
は
松
岡
城
跡
、
松
源
寺
、

清
水
庵
な
ど
地
域
内
に
あ
り
、

ま
た
東
山
道
通
過
の
跡
も
残

っ

て
い
る
歴
史
的
に
も
要
地
で
あ

る
。
四
区
は
八
十
五
戸
（六
二

・

七

二

現
在
）
で
小
区
で
あ
る
が

良
く
ま
と
ま
り
の
あ
る
部
落
で

あ
る
。
次
に
常
会
配
置
略
図
を

示
し
て
参
考
に
供
す
る
。

新
卍
凸

井上

　

洞

洞

（銚
子
市

場

第
　
二

区 )
国道

黒
沢
川

下市田四区常会配列略図

（飯
田
市
）

153号線

JR飯田線 間
ケ
沢
川

N
′
〃
Y

/

南
大
島
川

(牛牧)   (上 市田)

（
三
区
）

事 業 内 容 動 員 数 事 業 費 (千円) 実 施 時 期

下 市 田 区

萩 の 里 ま つ り 800 名 320 62年 8月 1日

下市田区文化まつり 400 160 62年 10月 17日 ～ 18日

区

夏 期 体 育 大 会 400 100 62年 4月 12日

ゴミゼロ常会対抗
カラオケ、サークル発表会

800 190 62年 10月上旬

年寄りと子供達の集い 200 60 63年 3月 下旬

区 二区地域歴史探訪の集い 300 220 62年 7月 下旬

区 遊歩とスポーツの集い 280 238 62年 8月 30日

四    区 四区スポーツ大会 200 140 62年 8月 23日

五    区 五区常会対抗スポーツ大会 300 212 62年 9月 6日

六    区
出砂原部落納涼大会 250 200 62年 8月上旬

スポーツ大会 260 120 62年 5月

A 計 1,960

・補助額は事業費 × :と なる。

昭和62年度 下市田地区コミュニティ事業計画
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萩
山
神
社
の
宝
物
に
つ
い
て

公
民
館
よ
り
寄
稿
の
ご
依
頼
を

受
け
、
私
も
氏
子
総
代
の
大
役

を
お
預
り
し
て
浅
学
な
者
で
あ

り
ま
す
が
、
当
神
社
の
宝
物
の

一
つ
で
あ
る
三
振
り
の
宝
刀
、

そ
の
他
に
つ
い
て

一
端
を
述
べ

ま
す
。

一
、
備
前
長
船
住
人
則
光
作

文
明
二
年
八
月
吉
日

今
よ
り
五
百
十
六
年
前
の
作

で
あ
り
掘
の
部
分
に
銘
が
刻
ま

れ
て
お
り
ま
す
。

一
、
直
刀
備
前
長
船
住
人
佐
近

長
光
作弘
安
二
年
八
月
吉
日

今
よ
り
七
百
六
年
前
の
作
で
、

記
録
は
あ
る
が
柄
部
の
錆
が
ひ

ど
く
銘
が
判
り
ま
せ
ん
。
三
振

と
も
刀
渡
り
二
尺
三
寸
位
で
自

鞘
に
納
め
て
あ
り
ま
す
。

寄
進
者
は
当
時
の
小
川
米
太

郎
氏

（屋
号
を
城
光
地
）
で
あ

り
、
寄
進
さ
れ
た
年
代
は
不
明
。

水
戸
浪
士
が
通

っ
た
際

一
人
の

脱
落
者
が
出
て
、
金
に
困

っ
て

小
川
家
に
立
ち
寄
り
、
三
両
で

買
い
と

っ
た
と
の
話
も
聴
き
ま

し
た
。
昭
和
四
十
五
年
当
時
の
区
長

北
沢
久
治
さ
ん
の
時
萩
山
神
社

由
緒
録
が
発
刊
さ
れ
、
そ
れ
に

二
振
り
の
刀
の
写
真
が
載

っ
て

お
り
、
昭
和
四
十
五
年
以
後
は

現
在
の
実
物
と
変

っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
此
の
宝
刀
に
つ
い
て
氏
子
総

代
も
区
民
の
皆
さ
ん
も
貴
重
な

宝
物
で
あ
り
保
存

・
保
管
に
毎

年
苦
慮
し
て
お
り
、　
つ
い
先
般

も
古
老
先
輩
十
数
名
の
方
々
に

ご
参
集
を
願
い
種
々
話
し
合
い

を
い
た
し
、
現
在
三
振
り
の
宝

刀
の
再
確
認
を
し
、
お
宮
の
倉

に
収
納
し
て
お
く
よ
り
町
の
民

俗
資
料
館
に
預
け
て
、
広
く

一

般
の
人
々
に
見
て
も
ら
う
の
が

最
良
の
方
法
と
、
本
年
七
月
の

初
め
に
資
料
館
に
預
け
ま
し
た
。

そ
の
他
掛
軸
四
幅

忠

魂

碑
　
東
郷
平
八
郎揮
亀

萩
山
神
社
　
徳
川
公
爵
揮
皇

萩
山
神
社
　
菊
地
武
夫
宮
司

揮
亀

萩
山
神
社
　
三
輪
盤
根
宮
司

揮
亀

が
あ
り
、
銀
盃
二
個
、
御
鏡
四

面
等
が
社
宝
と
な

っ
て
い
る
。

猶
本
殿
は
諏
訪
大
明
神
を
祭

り
建
築
様
式
は

一
間
社
流
造
、

海
老
紅
梁
、
向
拝
附
、
擬
宝
珠
、

日
常
多
く
の
人
達
が
馴
染
み
、

健
康
に
親
睦
に
と
プ
レ
ー
を
試

み
自
分
に
競

っ
て
楽
し
ん
で
居

ま
す
。

ゴ
ル
フ
の
歴
史
は
古
い
様
で

す
が
、
下
市
田
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

は
ま
だ
浅
く
、
昭
和
五
十
六
年

に
産
声
を
上
げ
足
掛
六
年
に
成

り
ま
す
。
出
砂
原
の
早
川
義
市

氏
を
会
長
に
第

一
回
の
コ
ン
ペ

を
高
森
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で

行
な

っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
十

三
名
、
以
後
五
十
七
年
二
回
、

五
十
八
年
二
回
、
五
十
九
年

一

早川会長 (左 )と

寺沢さん

回
、
六
十

一
年

一
回
、
今
年
六

月
十
八
日
第
八

回

コ
ン
ペ
を
行

な
い
、
参
加
者

二
十
二
名
で
し

た
。
年
度
の
初

回
に
総
会
を
兼

ね
ま
す
の
で
役

員
改
選
を
行
な

い
、
い
つ
も
な
が
ら
簡
単
な
表

彰
と
慰
労
会
、
技
術
向
上
、　
マ

ナ
ー
エ
チ
ケ

ッ
ト
講
習
等
で
親

睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

今
年
か
ら
顧
問
若
千
名
、
各

区
に
幹
事
二
名
を
置
き
密
な
連

絡
と
会
員
勧
誘
を
計
る
様
に
し

て
年
二
回
以
上
の
コ
ン
ペ
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
。

役
員
の
紹
介
を
致
し
ま
す
と
、

顧
間

・
町
助
役
松
島
勇
、
区
長

下
井
武
平
、
会
長

・
早
川
義
市

副
会
長

・
原
三
司
、
原
武
司
、

事
務
局

・
寺
沢
久
義
、
幹
事

・

一
区
富
田
隆
仁
、
寺
沢
久
義
、

二
区
小
池
正
春
、
本
島
勝
善
、

三
区
原
武
司
、
佐
々
木
正
幸
、

四
区
原
次
郎
、
清
水
英
昭
、
五

区
原
三
司
、
大
島
広
司
、
六
区

宮
外
清
隆
、
下
平
和
彦
、
監
事

富
田
隆
仁
、
唐
沢
武
文
各
位
の

皆
さ
ん
で
す
。

ま
だ
入
会
さ
れ
て
い
な
い
方

々
ど
う
ぞ
近
く
の
役
員
迄
申
し

出
て
頂
き
、
秋
予
定
の
コ
ン
ペ

か
ら
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
居

ま
す
。
そ
し
て
愛
好
者
皆
様
の

ご
指
導
ご
協
力
に
よ
り
、
よ
り

充
実
し
た
会
に
育
て
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

萩
山
神
社

の
宝
物

氏
子
総
代
長

　

」杯

明

下市田ゴルフクラブ

寺 沢 久 義 (一区)

句
楠
の
様
式
で
江
戸
初
期
を
良

く
取
り
入
れ
て
お
り
町
の
重
要

文
化
財
と
な

っ
て
い
る
。
松
岡

四
世
帯
刀

（八
百
余
年
前
）
の

創
設
で
弘
安
年
中

（七
百
十
年

前
）
焼
失
し
承
応
二
年

（
三
百

三
十
五
年
前
）
再
建
、
現
在
に

至

っ
て
お
り
ま
す
。
又
参
道
の

巨
木
並
木
は
実
に
荘
厳
な
も
の

で
近
郷
随

一
を
呈
し
て
お
り
、

前
に
述
べ
た
宝
刀
と
共
に
重
要

文
化
財
に
指
定
申
請
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

以
上

一
端
を
述
べ
ご
参
考
と

い
た
し
ま
す
。

下
市
田
四
区
実
年
壮
年
層
グ
ル
ー
プ

ヒ

グ

ラ

シ

会

原
　
　
　
次
　
郎

（四
区
）

―
プ
と
し
責
任
者
に
市
場
常
会

の
林
藤
司
さ
ん
を
選
び
ま
し
た
。

今
後
は
語
り
合
い
を
主
体
と

し
若
千
の
奉
仕

・
学
習
活
動
を

行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

引
続
き
記
念
講
話
と
し
て
地

元
で
か

つ
て
甲
子
園
で
の
名
監

督
木
村
頌

一
さ
ん
の

「
甲
子
園

の
う
ら
話
」
を
お
聞
き
し
大

ヘ

ん
有
益
で
現
在
町
で
進
め
て
い

る
グ
ル
ー
プ
育
成
に
も
そ
う
有

意
義
な
会
合
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
季
節
に
合
せ
適
宜
開

催
し
て
い
く
こ
と
に
な

っ
て
い

ま
す
。

下
市
田
四
区
で
は
以
前
か
ら

実
年
壮
年
層
グ
ル
ー
プ
の
結
成

が
叫
ば
れ
て
い
た
が
、
七
月
二

十
五
日
夕
方
六
時
か
ら
四
区
生

活
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
二
十
三

名
の
実
年
壮
年
層
が
集
ま
り
初

会
合
を
も
ち
ま
し
た
。

開
催
さ
れ
た
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
の
場
所
は
か
つ
て
松
源
寺

の
隠
寮
と
し
て
俳
人
等
の
集
う

静
寂
な
と
こ
ろ
で
あ
り
特
に
梅

雨
明
け
の
夕
暮
に
聞
く
ヒ
グ
ラ

シ
の
音
は
格
別
で
初
会
合
が
こ

の
時
期
と
な

っ
た
た
め
ヒ
グ
ラ

シ
会
と
し
ま
し
た
。

当
日
は
グ
ル
ー
プ
結
成
に
至

る
経
過
と
組
織
構
成
、
今
後
の

運
営
方
法
に
つ
い
て
話
合
い
が

行
わ
れ
、
会
は
オ
ー
プ
ン
で
誰

で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
グ
ル

. ■・

_1:   =

麒
ビ
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が
今
や
生
命
工

乳
牛

へ
受
精
卵
移
殖
　
　
　
学
の
技
術
の
進

歩
に
よ

っ
て
愈

倉
　
沢
　
岩
　
雄

（
二
区
）

々‐
そ
の
夢
が
鶏

既
に
御
承
知
の
方
々
が
大
勢
い
　
現
し
た
訳
で
す
。

る
事
と
思
い
ま
す
が
、
昨
年
た
ま
　
　
此
れ
に
つ
い
て
は
大
変
に
卓

た
ま
私
の
飼
育
す
る
乳
牛
が
長
　
越
し
た
技
術
を
身
に
つ
け
た
農

野
県
下
民
間
で
は
第

一
号
と
云
　
協
の
宮
下
獣
医
さ
ん
を
始
め
と

う
事
で
乳
牛
の
受
精
卵
の
移
殖
　
す
る
関
係
の
方
々
の
日
頃
の
研

に
成
功
し
、
昨
年
の
五
月
双
仔
　
究
と
努
力
の
成
果
で
あ
り
、
そ

の
仔
牛
が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。
の
優
れ
た
手
腕
を
讃
え
た
い
と

此
の
事
は
申
す
迄
も

な
く
非
常
に
能
力
の

高
い
優
秀
な
父
母
牛

に
よ
ち
て
受
精
し
た

卵
を
採
取
し
て
他
の

牛
の
腹
を
借
り
て
出

産
さ
せ
、
短
期
間
に

優
れ
た
高
能
力
の
牛

に
改
良
し
経
営
の
安

定
を
図
る
事
が
目
的

で
す
。
此
の
事
は
私

達
酪
農
家
の
長
年
の

夢
で
あ

っ
た
訳
で
す

思
い
ま
す
。
そ
の
栄
冠
を
私
の

牛

に
与
え
て
頂
い
た
事
に
深
く

謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

又
引
続
い
て
昨
年
の
七
月
県

畜
産
試
験
場
が
採
取

一
年
間
保

存
し
て
い
た
黒
毛
和
牛
の
凍
結

受
精
卵
を
未
経
産
の
乳
牛
に
移

殖
し
た
も
の
が
、
見
事
着
床
に

成
功
し
て
順
調
に
成
育
し
今
年

四
月
十
五
日
に
元
気
な
雌
を
出

産
し
現
在
順
調
な
発
育
を
し
て

居
り
ま
す
。
此
の
様
な
和
牛
の

凍
結
受
精
卵
の
移
殖
は
各
地
方

で
意
欲
的
に
行
わ
れ
て
い
る
様

で
す
が
現
在
の
処
で
は
成
功
の

確
率
は
極
め
て
低
く
大
変
に
難

題
と
さ
れ
て
居
り
ま
す
が
、
此

の
無
事
出
産
も
郡
下
で
は
初
め

て
の
快
挙
で
し
た
。

な
ぜ
此
の
様
な
乳
牛
に
和
牛

を
出
産
さ
せ
る
の
か
と
の
事
で

す
が
高
性
能
の
母
牛
は
別
と
し

て
、
並
の
乳
牛
で
あ
れ
ば
仔
牛

価
格
が
大
変
に
高
価
で
あ
る
事

と
お
産
が
楽
で
あ
る

（初
産
の

場
合
は
特
に
）
為
産
後
の
回
復

が
早
い
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま

す
。
黒
毛
和
牛
は
肉
質
が
大
変

に
優
れ
て
お
り
且

つ
黒
の

「
ダ

イ
ヤ
」
と
迄
騒
が
れ
非
常
に
高

鉢
を
買
う
に
も
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
で
油
を
持

っ
て
来
な
け
れ

ば
鉢
を
作
れ
な
い
と
言
わ
れ
た

事
も
思
い
出
の

一
つ
で
す
。

シ
ク
ラ
メ
ン
を
作
り
市
場
も

ど
こ
へ
出
荷
し
て
よ
い
か
わ
か

ら
な
い
時
ト
ラ
ッ
ク
を
買
い
ま

し
て
、
東
京

へ
走
り
ま
し
た
。

生
産
者
仲
間
と
市
場
を
さ
が
し

花
を
降
ろ
し
て
帰

っ
て
来
る
毎

私
達
五
区
の
若
妻
会

は
現
在
会
員
が
十
七
名

で
す
。
毎
月

一
回
夜
公
会
堂

に
集
ま
り
楽
し
い

一
時

を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
活
動
は
、
新

年
会
か
ら
始
ま
り
二
月

は
お
花
見
、
二
月

・
四

月
は
手
芸
、
五
月
は
卓

球
、
六
月
は
家
に
あ
る

野
菜
を
使

っ
て
簡
単
に

で
き
、
栄
養
の
あ
る
料

理
を
作
り
た
い
、
と
言

う
事
で
農
協
の
講
師
の

方
に
来
て
頂
い
て
、
三
品
ほ
ど

教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
七
月
は

ビ
デ
オ
レ
ン
タ
ル
を
利
用
し
て

今
問
題
と
な

っ
て
お
り
ま
す
家

庭
内
暴
力
や
、
登
校
拒
否
な
ど

を
取
り
上
げ
た
映
画

「
父
よ
母

よ
」
を
鑑
賞
し
ま
す
。
又
九
月
頃

に
は
毎
年
恒
例
の
ボ
ー
リ
ン
グ

大
会
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

縁
あ

っ
て
こ
の
五
区
に
お
世

妻
会
も

一
つ
の
親
睦
を
は
か
る

大
切
な
役
割
を
果
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
新
し
い
お
嫁
さ

ん
大
歓
迎
で
す
。
若
妻
会
に
は

年
齢
制
限
は
有
り
ま
せ
ん
。

こ
の
会
に
入

っ
て
良
か

っ
た

と
か
、
楽
し
か
っ
た
、
な
ど
と

言
わ
れ
る
様
な
活
動
が
し
て
行

け
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。
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話

様

に

な

り

一

日

も

は

や

く

こ

高
等
学
校
で
　
今
考
え
れ
ば
笑
い
話
で
す
。
　

　

日
で
し
た
。
現
在
の
よ
う
に
高
　
く
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。
　
　
　
の
地
に
慣
れ
て
頂
く
に
は
、
若

し
く

ら
め

ん
作

り
　

　

　

園
芸
科
花
選
択

を

し

て

い
ま

し

仲

平

信

男
（三
区
）
か
の
飾

デか

私
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
　
け
で
、
信
農
高
等
園
芸
さ
ん
の

き
ま
す
。
下
市
田
公
民
館
の
横
　
指
導
に
よ
り
ま
し
て
始
め
ま
し

で
シ
ク
ラ
メ
ン
主
体
の
鉢
物
園
　
た
。
農
協
さ
ん
よ
り
後
継
者
資

芸
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
　

　

金
を
借
り
ま
し
た
。

ハ
ウ
ス
ヘ

始
め
た
の
が
昭
和
四
十
八
年
　
電
気
ご
た
つ
を
入
れ
幼
苗
の
育

第

一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
時
　
成
を
し
、
土
の
消
毒
も
火
を
利

で
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
用
し
て
消
毒
し
た
も
の
で
す
。

価
な
牛
で
し
た
。
現
在
で
も
和

牛
の
上
肉
と
云
え
ば
私
達
庶
民

で
は
な
か
な
か
口
に
す
る
事
が

出
来
な
い
の
が
現
実
で
す
。

此
の
様
に
バ
イ
テ
ク
に
よ

っ

て
、
ま
さ
か
そ
ん
な
事
が
と
云

っ
た
事
が
私
達
の
手
許
に
於
て

事
実
と
な

っ
て
現
わ
れ
た
事
は

農
業
に
於
て
も
大
き
な
前
進
で

あ
る
と
同
時
に
、
他
産
業
に
比

較
し
て
遅
れ
を
と

っ
て
居
る
農

業
に
光
と
希
望
を
与
え
て
く
れ

た
事
だ
と
思
い
ま
す
。
今
や
畜

産
に
限
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
農
業
の

分
野
に
於
て
も
そ
の
進
歩
は
正

に
日
進
月
歩
そ
の
尽
き
る
果
て

を
知
ら
な
い
の
が
実
状
で
す
。

私
達
も
こ
う
し
た
先
端
技
術

を
大
い
に
活
用
し
二
度
と
な
い

人
生
を
有
意
義
に
過
ご
す
た
め

お
互
い
に
励
ま
し
合

っ
て
此
の

目
ま
ぐ
る
し
い
世
の
中
か
ら
落

伍
し
な
い
様
に
頑
張
ろ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

速
道
が
発
達
し
て
い
な
か

っ
た

こ
ろ
帰
り
が
遅
く
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
市
場

へ
花
を
持

っ
て
行
く
と
全
国
の
シ
ク
ラ
メ

ン
が
集
ま

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の

一
鉢

一
鉢
の
鉢
を
抜
い
て

は
土
の
勉
強
を
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
又
消
費
者
の
動
向
、

ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
花
の
色
を
研

究
し
市
場
と
の
つ
な
が
り
が
強

下
市

田
五
区
若
妻
会

遠

山

伸

江

（五
区
）
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北

林

三

号

塚
福

島

光
二
郎

『
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
一
一　
あ

っ
た
。

月
十
四
日
夜
、
織
田
信
忠
が
飯
　
　
そ
れ
な
ら
九
人
の
武
士
の
死

日
城
攻
略
の
兵
を
進
め
て
来
た
　
と
、
北
林
三
号
の
古
墳
に
あ
る

時
、
戦
望
不
利
と
判
断
し
、
戦
　
碑
の
文
と

一
致
す
る
の
で
、
は

か
わ
ず
し
て
城
内
よ
り
逃
げ
出
　
じ
め
て
そ
う
し
た
こ
と
が
あ

っ

し
た
九
騎
の
兵
が
、
下
市
田
で
　
た
の
か
と
納
得
す
る
こ
と
が
出

切
殺
さ
れ
て
い
る
。」
と
あ
る
本
　
来
た
。

に
出
て
居
り
、
高
森
町
史
に
も
　
　
そ
の
碑
面
に
は
南
無
妙
法
蓮

載

っ
て
い
る
。
そ
の
場
所
は
何
　
華
経
と
大
書
し
て
あ
り
、
傍
ら

処
か
知
ら
せ
て
ほ
し
い
と
云
う
　
に
馬
場
美
濃
守
外
○
名
の
霊
と

手
紙
が
、
北
海
道
に
居
る
橋
都
　
あ
る
。

浩
三
さ
ん
よ
り
届
い
た
。
　
　
　
　
飯
田
城
を
の
が
れ
、
台
城

へ

そ
ん
な
話
は
、

つ
い
耳
に
し
　
と
向

っ
て
来
た
武
士
た
ち
は
、

た
こ
と
も
な
い
し
そ
れ
を
思
わ
　
下
市
田
の
ど
の
辺
を
通

っ
た
も

せ
る
供
養
塔
と
か
墓
印
も
な
い
　
の
か
、
北
林
三
号
塚
は
、
古
道

の
で
、
果
し
て
そ
の
様
な
こ
と
　
東
山
道
よ
り
約
二
百
米
の
東
に

が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
疑
問
　
あ
り
天
竜
川
が
す
ぐ
下
を
流
れ

と
し
乍
ら
古
老
に
た
づ
ね
、
ま
　
て
い
る
地
籍
で
あ
る
。

た
伝
承
を
調
べ
た
が
さ
ら
に
手
　
　
当
時
こ
の
地
は
有
力
な
松
岡

が
か
り
も
な
く
、
無
駄
に
終

っ
　
氏
の
支
配
下
で
あ
り
そ
の
勢
威

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
お
そ
れ
、
座
光
寺
境
の
坂
牧

年
が
明
け
て
届
い
た
橋
都
さ
　
城
を
避
け
て
東
北
進
し
た
も
の

ん
の
賀
状
に
、
例
の
話
の
こ
と
　
と
思
わ
れ
る
。

は

「
信
長
公
記
」
に
あ
る
と
書
　
　
武
士
の
死
を
後
世
に
伝
え
た

か
れ
て
居
た
。
そ
の
後
ま
た
便
　
信
長
公
記

―
―
そ
の
頃
の
史
実

り
が
あ
り
、
九
人
の
武
士
の
切
　
を
記
録
し
た
信
頼
の
お
け
る
書

ら
れ
た
所
は
、
伊
那
史
第
二
巻
　
―

を
見
る
と
、
翌
二
月
十
五

に
あ
る
古
墳
、
北
林
三
号
の
辺
　
日
、
織
田
方
の
先
鋒
の
将
森
長

り
で
は
な
い
か
と
云
う
こ
と
で
　
可
は
、
敗
兵
を
急
迫
し
逃
げ
遅

れ
の
兵
十
騎
ば
か
り
を
下
市
田

で
討
止
め
た
と
あ
る
。

碑
を
建
て
た
人
は
誰
で
あ
る

の
か
、
碑
文
を
書
い
た
人
は
松

下
と
な

っ
て
い
る
が
―
。

あ
る
日
塚
の
近
く
の
八
十
二

才

（今
よ
り
四
年
前
）
の
中
村

ふ
ゆ
さ
ん
を
訪
ね
て
み
た
。

そ
こ
で
初
め
て
碑
に
関
す
る

こ
と
が
い
ろ
い
ろ
と
わ
か

っ
た
。

碑
を
建
て
た
の
は
畑
中
の
北
林

う
め
さ
ん
他
四
名
で
、
武
士
の

死
の
こ
と
は
、
日
蓮
宗
の
祈
補

師
が
婦
女
子
五
名
の
集
ま
り
の

席
で
、
お
題
目
を
と
な
え

一
心

に
祈
構
を
し
て
い
る
折
、
仏
が

同
席
の
鎌
倉
か
ね
さ
ん
に
乗
り

う
つ
り
い
わ
ば
憑
依
状
態
の
う

ち
に
物
語

っ
た
も
の
で
、
そ
れ

を
信
じ
て
碑
を
建

つ
こ
と
と
な

っ
た
の
だ
と
云
う
。

そ
の
折
、
実
に
不
思
議
な
こ

と
が
あ
り
、
日
蓮
さ
ま

を
拝
ん
で

一
心
に
お
題

目
を
と
な
え
て
い
る
と
．

同
席
の
北
林
う
め
さ
ん

の
着
物
の
た
も
と
か
ら
．

大
き
な
美
し
い
蝶
が

一

羽
出
て
来
て
、
床
の
間

で
翅
を
ば
た
ば
た
さ
せ

た
の
で
あ

っ
た
。

そ
れ
が
、
二
月
五
日

の
冬
の
日
だ

っ
た
。

そ
の
日
の
午
後
、
今

度
は
、
北
林
う
め
さ
ん

（畑
中
）
の
家

へ
移

っ
て

お
参
り
を
し
よ
う
と
蝶
を
入
れ

た
小
箱
を
持

っ
て
門
先
迄
行
く

と
、
大
き
な
蛇
の
二
尺
く
ら
い

の
が
雪
の
上
に
動
い
て
い
た
。

寒
中
と
云
う
の
に
、

蝶
が
お

り
蛇
が
出
た
の
は
何
か
の
前
兆

に
ち
が
い
な
い
、
本
当
に
不
思

議
な
こ
と
だ
と
話
し
合
い
、
蝶

を
入
れ
た
桐
の
箱
と
蛇
を
塚
に

埋
め
る
こ
と
と
し
た
と
云
う
。

碑
は
そ
こ
に
建
て
ら
れ
た
の

で
あ

っ
た
。

昭
和
八
年
五
月
二
十
日
の
こ

と
で
あ
る
。

そ
の
折
の
五
名
は
、屋
　
号

中

村

ふ

ゆ
　
ど
ど
め
き

北

林

う

め

畑

中

鎌

倉

か

ね
　
芳
五
郎

倉

沢
　
　
　
山石
　
雄

北
林
ひ
さ
ゑ
　
北
　
林

中
村
さ
ん
は
八
十
七
歳
で
い

ま
も
健
在
で
あ
る
が
、
他
の
方

々
は
皆
亡
く
な
ら
れ
た
。

附
記
　
九
名
の
武
士
が
死
亡
の

夏草の茂る北林三号塚

場
所
に
つ
い
て
は
疑
義
が
残

る
。
物
証
の
あ
る
場
所
を
御

存
知
の
方
は
御
教
示
下
さ
い
。

×

×

×

下
市
田
地
区
轟
藤̈
一

マ
マ
サ
ン
バ
レ
ー

＃
　
ボ
ー
ル
大
会

下
市
田
公
民
館
で
は
七
月
五

日
南
小
学
校
体
育
館
に
お
い
て

各
区
対
抗

マ
マ
サ
ン
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
初
の
計
画
で
は
四
〇
歳
以

上
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と
高
齢
者
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
同
時
に
開

催
す
る
予
定
で
し
た
が
、
あ
い

に
く
朝
の
雨
で
グ
ラ
ン
ド
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
が
悪
く
中
止
と
な

リ
バ
レ
ー
の
み
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

試
合
は
各
区
を
二
つ
の
プ

ロ

ッ
ク
に
分
け
リ
ー
グ
戦
で
進
め

プ

ロ
ッ
ク
勝
者
に
よ
る
決
勝
戦
、

二
位
に
よ
る
三
位
決
定
戦
を
行

な
い
ま
し
た
。

各
区
と
も
中
止
と
な

っ
た
ソ

フ
ト

・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
分
を

も
部
落
の
名
誉
に
か
け
て
頑
張

ろ
う
と
体
育
館
の
中
は
若
い
マ

マ
サ
ン
た
ち
の
熱
戦
と
応
援
も

加
わ
り
熱
気
が
み
な
ぎ

っ
て
い

ま
し
た
。

今
年
の
バ
レ
ー
の
み
ど
こ
ろ

は

一
〇
年
間
続
い
た

一
区
チ
ー

た
。健
康
づ
く
り
一蹴
州

講

演

会

‐
■
帯

開
催
さ
れ
る
．

ム
の
連
続
優
勝
を
ど
の
チ
ー
ム

が
打
倒
す
る
か
、
ま
た

一
区
が

十

一
回
連
続
優
勝
を
飾
る
か
と

い
う
こ
と
で
し
た
が
去
年
に
続

き

一
区
が
優
勝
、
二
区
が
準
優

勝
、
三
位
は
六
区
と
な
り
ま
し

下
市
田
区
と
公
民
館
で
は
七

月
十
二
日
夜
下
市
田
公
民
館
に

お
い
て
、
厚
生
連
下
伊
那
診
療

所
長

・
細
谷
栄
司
先
生
を
講
師

に
健
康
づ
く
り
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

当
日
は
五
〇
余
名
の
人
々
に

成
人
病
の
中
で
も
胃
ガ
ン

・
高

血
圧

。
心
臓
病
を
中
心
に
大

へ

ん
わ
か
り
や
す
く
講
義
さ
れ
、

特
に
健
康
検
診
に
よ
る
再
検
診

で
の
ガ
ン
患
者
と
な
る
率
は
大

へ
ん
低
く
安
心
し
て
受
診
さ
れ

る
よ
う
話
さ
れ
た
。

講
義
の
あ
と

一
般
の
方
々
の

病
気
に
つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ
の

質
問
が
出
て
、
健
康
づ
く
り
に

大

へ
ん
有
意
義
な
催
し
と
な
り

ま
し
た
。

・
・
　

・―

　

・
■
１

■

　

　

・
　

　

‘
・
　

ヽ
∵

‥
，

一　

・●

　

一■

■

●

１

…‥１１

■

一虹
肺
み
ぐ
サ
ツ
サ
■
ズ
冊

一　　　・一　
　
一・・一
・
一・・　一一・・一・・．　
　
・．一
・一・「一・　
ｔ一・・　
・・・，一ｒ　
「一．
一
ｒ一Ｉ
ｒ

圏

｀ ,

ゝ



(7)昭和62年 8月 1日 下 市 田 区 報 第 10号

疵
″随
　
想
疵
鮨
礼
鮨

憂
　
愁
　
の
　
灯

っ
た
。
せ
せ
ら
ぎ
は
、
Ｕ
字
溝

で
整
備
さ
れ
、
た
く
さ
ん
い
た

蟹
た
ち
も
ど
こ
か
に
消
え
た
。

一
面
に
、
愛
の
燈
火
を
燃
や
し

未
来
永
劫
を
約
す
よ
う
に
光

っ

て
い
た
蛍
も
、
今
夏
の
涼
風
に

二
つ
だ
け
小
さ
く
ゆ
れ
て
い
た

灯
が
憂
愁
の
思
い
に
人
の
心
を

誘
う
。
人
の
世
も
、
小
さ
な
も

の
に
も

「生
」
あ
る
も
の
が
滅

び
ゆ
く
定
め
に
は
限
り
が
あ
る
。

そ
れ
が

「強
さ
」
に
犯
さ
れ
る

事
は
拶
く
悲
し
い
。

失
わ
れ
る
自
然
を
思
い
、
焦

燥
に
か
ら
れ
る
こ
の
頃
で
す
。

木

私
が
下
市
田
区
民
の
末
端
を

汚
す
住
人
と
し
て
、
お
仲
間
入

り
し
て
十
五
年
の
歳
月
が
流
れ

た
。
こ
こ
が
私
の
人
生
五
十
年

で

一
番
長
く
定
住
し
た
土
地
で

あ
る
。
親
の
都
合
で
、
ま
た
自

分
の
天
職
で
と
転
々
と
し
た
時

代
を
振
返

っ
て
も
、
不
憫
な
思

い
は
浮
ん
で
こ
な
い
。
そ
れ
は

今
の
自
分
の
生
き
方
が
充
実
し

て
い
る
と
自
負
し
て
い
る
た
め

か
、
そ
れ
と
も
従
来
の
楽
観
的

な
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
か
ら
だ
ろ

う
か
。
た
だ
、
終
生
の
安
住
の

地
で
あ
り
た
い
と
願
ち

て
い
る
。

も
う
若
く
は
な
い
私
だ
か
ら
…
。

十
五
年
前
、
残
暑
の
き
び
し

い
頃
木
の
香
の
漂
う
安
普
請
の

我
が
家
に
入
居
し
た
。
長
年
の

夢
の
実
現
に
、
感
慨
も
大
き
く

そ
の
日
の
こ
と
が
あ
ら
た
め
て

思
い
出
さ
れ
る
。
緑
が
多
く
自

然
に
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
が
幸
せ

に
思
え
た
。
田
畑
は
豊
作
で
、

重
く
垂
れ
た
稲
穂
が
私
達

一
家

の
幸
先
の
良
さ
を
物
語

っ
て
く

れ
る
よ
う
で
あ

っ
た
。
秋
空
に

赤
ト
ン
ボ
が
飛
び
交
い
、
夜
は

灯
り
を
求
め
て
黄
金
虫
や
、
か

ぶ
と
虫
の
訪
ず
れ
に
三
歳
の
息

子
は
満
悦
し
た
。
春
に
な
る
と

＋

珠

子

（
一
区
）

裏
の
せ
せ
ら
ぎ
に
蟹
が
ひ
ょ
う

き
ん
な
顔
を
出
し
、
田
ん
ぼ
で

群
れ
る
お
玉
じ
ゃ
く
し
に
見
惚

れ
た
。
夏
、
青
田
を
渡
る
風
に

蛍
の
燈
火
が
揺
ら
ぎ
、
そ
れ
は

住
宅

ロ
ー
ン
の
愁
色
を
忘
れ
て
、

暫
し
メ
ル
ヘ
ン
の
世
界
に
溶
け

込
ま
せ
て
く
れ
た
も
の
で
あ
る
。

今
住
み
慣
れ
た
私
の
周
囲
に
、

あ
の
頃
の
風
情
は
映
ら
な
い
。

自
然
は
歳
月
と
共
に
消
え
て
い

私
　
　
の
　
　
夢

の
夢
」
に
な

っ
た
の
は
、
小
学

校
の
六
年
生
の
頃
で
し
た
。
図

書
館
に
あ

っ
た

「
長
い
な
が
い

道
」
と
い
う
本
で
、
身
障
者
の

社
会
で
の
苦
し
み
を
知
り
、
ま

た
、
母
と
乗

っ
た
電
車
の
中
で

身
障
者
の
方
と
、
そ
の
方
を
世

話
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に

会
い
、
体
に
障
害
を
も
ち
な
が

ら
も
、
と
て
も
明
る
く
ふ
る
ま

う
姿
を
見
て
心
を
打
た
れ
た
り

あ
る
テ
レ
ビ
で
、
両
親
も
、
家

も
な
い
子
の
い
る

「
鐘
の
鳴
る

丘
」
の
、
捨
て
ら
れ
て
い
た
子

を
、
我
が
子
の
よ
う
に
か
わ
い

が
る
院
長
先
生
の
姿
を
見
た
の

に
加
え
て
、
母
も
身
障
者
だ
と

い
う
事
で
、
身
障
者
の
方
や
、

孤
児
の
子
の
た
め
に
、
何
か
役

に
立
ち
た
い
、
と
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
夢
が
か
な

う
日
は
、
ま
だ
ま
だ
先
だ
け
ど

早
く
こ
の
夢
が
現
実
に
な
れ
ば

い
い
と
思
い
ま
す
。

竹

　

　

　

　

藪
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
）

稲
　
山
　
研
　
鉄

（
五
区
）

父
の
実
家
は
大
き
な
竹
藪
を

　

「
お
ば
あ
ち
ゃ
―
」
と
大
声
を

背
負

っ
て
い
て
、
幼
い
頃
祖
父
　
上
げ
た
。
勿
論
誰
も
居
る
筈
が

母
が
恋
し
く
て

「
お
つ
か
い
」

な
い
。
と

っ
く
に
畑

へ
出
掛
け

を
買

っ
て
出
て
で
も
、　
一
キ
ロ
　
た
後
で
あ
る
。
半
泣
き
に
な

っ

半
の
道
程
を
よ
く
通

っ
た
。
あ
　
て
跳
び
出
し
て
畑
迄
走

っ
た
。

る
天
気
の
良
い
日
に
、
芋
掘
の
　
唐
紙
の
漢
詩
へ

っ
て
、
掛
時
計

手
伝
い
に
出
掛
け
、
家
の
手
伝
　
の
音
だ

っ
て
、
何
時
も
な
れ
て

い
以
上
に
張
切

っ
て
畑
中
駆
回
　
い
た
筈
だ
が
、
何
故
だ

っ
た
ん

っ
た
の
で
、
す

っ
か
り
草
臥
れ
　
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
事
が
あ

っ
た

て
し
ま
い
、
昼
寝
が
長
く
な

っ
　
後
、

「
お
つ
か
い
」
に
行

っ
て

た
。

「
ふ

っ
」
と
目
覚
め
た
ら
、
も
、
昼
寝
を
し
な
い
事
に
し
た

掛
時
計
の
音
と
、
唐
紙
に
大
き
　
が
、
困
る
事
が

一
つ
あ

っ
た
。

く
書
か
れ
て
あ
る
漢
詩
、
風
に
　
明
る
い
内
に
暇
乞
す
れ
ば
良
い

揺
ら
ぐ
笠
音
と
、
障
子
に
映
る
　
が
、
可
愛
が

っ
て
貰
え
る
祖
父

そ
の
影
絵
に
「ゾ
ー
ッ
」
と
し
て
、
母
の
所
に
永
く
居
た
い
ば

っ
か

私
の
夢
、
そ
れ
は
将
来
、
福

祉
に
つ
い
て
の
仕
事
を
す
る
、

と
い
う
事
で
す
。
体
の
不
自
由

り
に
帰
り
が
遅
く
な
る
と
、
ど

の
道
を
通

っ
て
も
必
ず
竹
藪
と

お
墓
が
あ

っ
て
、
ど
う
し
て
も

そ
こ
を
通
る
事
が
で
き
な
い
。

「気
を
つ
け
て
帰
る
ん
だ
に
」

に
元
気
よ
く
暇
の
言
葉
を
置
い

て
外
に
出
て
か
ら
、
散
々
考
え

た
末
、
竹
藪
と
お
墓
を
避
け
て
、

桑
畑
と
田
ん
ぼ
の
畦
を
通
り
、

泥
塗
れ
に
な

っ
て
家

へ
帰

っ
た
。

父
に
大
目
玉
を
喰

っ
た
け
れ
ど
、

そ
の
方
が
、
竹
藪
や
お
墓
よ
り

恐
く
な
か

っ
た
。
夏
に
な
る
と
、

何
故
か
想
い
出
し
て
な
ら
な
い
。

×

×

×

菅
　
沼
　
ま
な
み

（
一
区
）

な
人
や
、
両
親
が
い
な
い
子
の

世
話
を
し
た
り
、
元
気
づ
け
て

あ
げ
ら
れ
る
よ
う
な
、
優
し
い

心
を
持
ち
た
い
で
す
。
こ
う
い

う
夢
を
持
ち
は
じ
め
た
の
は
、

小
学
校
三
年
生
頃
か
ら
で
し
た
。

担
任
の
先
生
に
、

「
記
念
樹
」

と
い
う
ド
ラ
マ
に
つ
い
て
聞
か

さ
れ
、

「
施
設
の
先
生

っ
て
お

も
し
ろ
そ
う
だ
な
あ
」
と
、
単

純
な
理
由
か
ら
だ

っ
た
の
で
、

ま
だ
、
は

っ
き
り
と
し
た
夢
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

が
、
は

っ
き
り
と
し
た

「自
分

×

×

×

小
中
学
生
の
作
文

浄
一
．
　
．●

j
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拾

ゴ

中
学
の
生
徒
会
で
は
ゴ
ミ
拾

い
作
業
を
何
回
も
や

っ
て
い
ま

す
。
作
業
は
三
日
間
あ
り
、
生

徒
が
ゴ
ミ
袋
を
用
意
し
、
通
学

時
に
ゴ
ミ
を
拾
い
ま
す
。
ゴ
ミ

拾
い
は
生
徒
会
の
お
か
げ
で
だ

い
ぶ
活
発
に
な

っ
て
き
て
い
ま

す
。
ぼ
く
も
二
年
生
と
し
て
下

級
生
の
見
本
に
な
る
よ
う
に
ゴ

ミ
を
い
っ
ぱ
い
拾
う
よ
う
に
心

が
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
残
念

な
が
ら
人
に
よ

っ
て
拾

っ
て
く

る
ゴ
ミ
の
量
の
差
が
大
き
く
あ

り
ま
す
。
袋
い
っ
ぱ
い
に
拾

っ

て
く
る
人
も
あ
れ
ば
、
手
に
ち

ょ
っ
と
ゴ
ミ
を

つ
ま
ん
で
く
る

人
も
あ
り
ま
す
。
で
も
や
っ
ぱ

り
、

「
ど
う
せ
や
る
な
ら

一
生

懸
命
や
ら
に
ゃ
あ
」
と
思
い
ま

す
。
ゴ
ミ
を
拾

っ
て
町
を
き
れ

松

島

茂

男

（
二
区
）

い
に
す
る
こ
と
も
大
事
だ
と
思

い
ま
す
が
、
や
は
り
第

一
に
ゴ

ミ
を
捨
て
な
い
と
い
う
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
昔
と
ち

が

っ
て
、
人
が
奉
仕
の
心
を
な

く
し

つ
つ
あ
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
車
か
ら
平
気
で
空
缶
を

捨
て
た
り
と
い
う
こ
と
も
あ
る

よ
う
で
す
。
ぼ
く
は
ゴ
ミ
拾
い

が
あ
る
た
び
に
自
分
の
通
る
道

の
ゴ
ミ
は
ほ
と
ん
ど
拾
ち

て
し

ま
う
の
で
す
が
、
次
の
ゴ
ミ
拾

い
の
と
き
に
な
る
と
、
ど

っ
と

ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
で
は
ち

っ
と
も
町
は
き
れ

い
に
な
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
町

を
き
れ
い
に
す
る
と
い
う

一
人

一
人
の
心
が
け
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。

×

×

×

夏

祭

り

の

こ
と

代

　
田
　
沙
　
織

（
四
区
）

七
月
十
六
日
に
南
小
学
校
の
　
が
、
お
み
こ
し
を
か
つ
い
だ
り
、

夏
祭
り
が
あ
り
ま
し
た
。
三
週
　
ゲ
ー
ム
や
、
歌
な
ど
も
歌
い
ま

間
前
ぐ
ら
い
か
ら
、
各
ク
ラ
ス
　
し
た
。
私
が

一
番
お
も
し
ろ
か

で
お
み
こ
し
や
、
お
店
の
準
備
　
っ
た
の
は
、
ゲ
ー
ム
の
ジ
ャ
ン

を
し
ま
し
た
。
私
達
の
ク
ラ
ス
　
ケ
ン
ム
カ
デ
と
、
お
店
で
買
い

の
お
み
こ
し
は
、
は
ま
ぐ
り
で
、
物
を
し
た
こ
と
で
し
た
。
ジ
ャ

お
み
せ
の
名
前
は
、
員
が
ら
ス
　
ン
ケ
ン
ム
カ
デ
と
い
う
の
は
、

ト
ア
ー
で
す
。
こ
の
題
名
を
付
　
男
子
と
女
子
に
分
か
れ
て
、
ジ

け
た
わ
け
は
、
今
年
、
社
会
見
　
ェ
ン
カ
に
合
わ
せ
て
だ
れ
か
と

学
で
太
平
洋
を
見
た
り
、
今
切
　
ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
し
、
負
け
た
人

海
岸
で
し
お
ひ
が
り
を
し
た
か
　
は
勝

っ
た
人
の
後
ろ
に
つ
い
て
、

ら
で
す
。
お
店
で
売

っ
た
物
は
、
そ
れ
を
ど
ん
ど
ん
く
り
返
し
て

マ
ス
コ
ッ
ト
、
き
ん
ち
ゃ
く
袋
、
い
っ
て
、
勝

っ
た
人
が
、
女
王

リ
ボ
ン
、
し
お
り
、
お
り
づ
る
、
様
と
、
王
様
に
な

っ
て
、
ほ
か

楽
器
な
ど
自
分
達
で
手
分
け
し
　
の
人
よ
り
千
ゴ
ー
ル
ド
よ
ぶ
ん

て
作

っ
た
物
で
す
。
お
金
は
、
　

に
も
ら
い
ま
す
。
前
に
練
習
し

四
年
生
以
上
の
遊
び
方
委
員
が
　
た
時
と
、
ぜ
ん
ぜ
ん
ち
が
う
人

作

っ
て
、　
一
人
千
ゴ
ー
ル
ド
ず
　
が
な

っ
て
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
と
い

つ
く
れ
ま
し
た
。
お
祭
り
は
、
　

う
の
は
と
て
も
お
も
し
ろ
い
な

お
店
で
物
を
売

っ
た
り
し
ま
す
　
あ
と
思
い
ま
し
た
。
大
勢
お
母

萩
の
里
ま

つ
り

一
こ
ば
れ
話

一
、
今
年
か
ら
と
り
入
れ
た
パ

イ
プ
組
立
に
よ
る
櫓
は
大
好

評
。
で
も
祭
前
夜
に
決
定
し

た
だ
け
に
、
出
来
上
が
る
ま

で
役
員
は
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
の
連
続
。

二
、
踊
り
の
中
で
は
は
じ
め
て

の

「
六
本
木
純
情
派
」
は
異

色
の
ビ
ー
ト
の
き
い
た
曲
、

若
い
方
々
に
特
に
お
気
に
召

し
た
様
子
。
で
も
翌
日
、
腰

痛
の
人
が
多
か

っ
た
と
か
？
。

三
、
大
人
、
子
供
の
お
楽
し
み

コ
ー
ナ
ー

（
ド
リ
ン
ク

・
金

魚

・
綿
菓
子
…
）
は
大
盛
況
。

用
意
し
た
材
料
す
べ
て
売
り

切
れ
、
値
段
も
好
評
で
、
シ

ャ
ン
シ
ャ
ン
と
手
〆
め
も
元

気
に
。

四
、
子
供
の
タ
ン
ザ
ク
書

コ
ー

ナ
ー
、
タ
ン
ザ
ク
に
は
子
供

の
将
来
の
夢
が
多
く
み
ら
れ

た
。

（
Ｋ
さ
ん
の
お
嫁
さ
ん

さ
ん
方
が
来
て
、
本
部
の
方
で
、

お
母
さ
ん
達
も
お
店
で
何
か
買

え
る
様
に
、　
一
人
千
ゴ
ー
ル
ド

を
わ
た
し
て
あ
げ
ま
し
た
。
と

て
も
に
ぎ
や
か
い
お
祭
り
で
し

た
。
来
年
も
良
い
お
天
気
に
な

る
と
い
い
で
す
。
ま
た
、
南
小

学
校
の
夏
祭
り
を
ぜ
ひ

一
度
見

に
来
て
下
さ
い
。

に
な
り
た
い
。
水
泳
で
新
記

録
を
出
し
た
い
。
学
校
の
成

績
を
あ
げ
た
い
。
…
…
）

五
、
盛
況
で
休
憩
所
が
少
な
く
、

疲
れ
て
地
上
に
腰
を
下
し
て

い
る
お
年
寄
り
も
み
ら
れ
た
。

六
、
子
供
の
花
火
大
会
で
は
ズ

ボ
ン
を
焼
い
た
子
も
お

っ
た

が
、
育
成
会
の
指
導
で
事
故

も
な
く
何
よ
り
。

編

集

後

記

区
報
の
発
行
も
回
を
重

ね
は
や
く
も

一
〇
号
と
な

り
ま
し
た
。

編
集
委
員
会
で
も
楽
し

く
読
み
や
す
い
区
報
と
す

る
よ
う
努
力
し
て
お
り
ま

す
が
仲
々
期
待
ど
お
り
に

な
ら
な
い
の
が
現
実
で
す
。

今
後
と
も
努
力
い
た
し

ま
す
の
で
区
民
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
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